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私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　

5
月
17
日
（
金
）、
佐
賀

市
文
化
会
館
中
ホ
ー
ル
に

て
令
和
元
年
度
佐
賀
市
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
3
0
4
単

位
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
各
2

名
の
代
議
員
と
佐
賀
市
老

連
理
事
34
名
の
計
6
4
2

名
の
う
ち
、
半
数
以
上
の

5
0
4
名
が
参
加
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
若
手
加
入
増
へ

　

議
事
で
は
、
第
1
号
議

案
と
し
て
、

平
成
30
年
度

の
事
業
報
告
、

会
計
報
告
お

よ
び
監
査
報

告
が
あ
り
、

質
疑
応
答
の

後
、
賛
成
多

数
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
第
2
号
議
案
で

は
、
令
和
元
年
度

の
事
業
計
画（
案
）、

お
よ
び
予
算
計
画

（
案
）
に
つ
い
て
審

議
し
、
す
べ
て
原

案
ど
お
り
承
認
可

決
さ
れ
、
佐
賀
市

老
連
の
新
年
度
の

方
針
が
決
定
し
ま

し
た
。

　

ま
た
全
国
で
平

成
26
年
度
か
ら
5

カ
年
間
に
わ
た
り

取
り
組
ん
で
き
た

「
1
0
0
万
人
会

員
増
強
運
動
」
に
つ
い
て
、

佐
賀
市
老
連
で
は
思
う
よ

う
に
成
果
が
出
せ
ず
非
常

に
残
念
で
し
た
が
、
会
員

の
皆
さ
ん
の
努
力
の
お
か

げ
で
、
会
員
減
に
大
幅
な

歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
後
も
会

員
増
強
に
向
け
た
取
り
組

み
を
継
続
し
、
特
に
若
手

高
齢
者
の
加
入
を
増
や
す

た
め
、
佐
賀
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
と
し
て
も
楽
し

い
活
動
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。
み
ん
な
で
地
域

に
老
人
ク
ラ
ブ
の
魅
力
を

広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

令
和
元
年
度 

佐
賀
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

総
会
開
催

木下会長
あいさつ

来賓の皆さん

【第1号議案】平成30年度 会計報告
歳入額　31,886,168円
歳出額　31,400,674円
令和元年度に485,494円を繰り越した。

【第2号議案】
令和元年度 歳入・歳出予算総額

歳入・歳出額 31,645,494円



佐 賀 市 老 連 第97号（2）令和元年9月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　

全
国
で
平
成
26
年
度
か
ら
5

カ
年
計
画
で
取
り
組
ん
で
き
た

「
1
0
0
万
人
会
員
増
強
運
動
」

が
昨
年
度
終
了
し
ま
し
た
。

　

佐
賀
県
老
連
、
佐
賀
市
老
連
と

も
に
積
極
的
に
会
員
を
増
や
す
た

め
の
努
力
を
重
ね
て
き
ま
し
た

が
、
残
念
な
が
ら
会
員
を
増
加
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
会
員
増
加
に
い
た
ら
な
か
っ

た
最
大
の
原
因
は
「
後
継
者
を
育

成
で
き
て
い
な
い
こ
と
」
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。

　

長
い
歴
史
を
築
い
て
き
た
老
人

ク
ラ
ブ
を
こ
れ
か
ら
も
末
永
く
継

続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
後
継
者

と
な
る
若
手
高
齢
者
が
必
要
で
あ

り
、
若
い
方
々
に
ど
う
し
た
ら
入

会
し
て
も
ら
え
る
か
を
考
え
「
魅

力
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
」
に
す
る
こ

と
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　

そ
の
た
め
の
取
り
組
み
と
し

て
、
佐
賀
市
老
連
で
は
、
平
成
28

年
９
月
と
平
成
30
年
９
月
に
佐
賀

市
自
治
会
長
会
に
老
人
ク
ラ
ブ
の

説
明
と
未
設
置
地
域
へ
の
老
人
ク

ラ
ブ
立
ち
上
げ
の
要
請
を
行
い
ま

し
た
。
今
後
、
こ
の
要
請
が
効
果

を
発
揮
す
る
も
の
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
会
員
数
の
増
加
に
つ
き

ま
し
て
は
、
平
成
26
年
度
の
会

員
数
１
４
４
０
９
名
を
基
本
と

し
て
毎
年
３
％
の
増
加
を
想
定

し
、
5
カ
年
で
２
２
９
５
名
の
増

員
を
目
指
し
ま
し
た
が
、
初
年
度

で
1
3
9
7
4
名
と
当
初
（
Ｂ
）

の
目
標
値
を
大
き
く
下
回
り
（
△

８
６
８
名
）、
そ
れ
以
降
（
Ｃ
）

の
数
値
は
年
々
大
き
く
下
回
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
（
Ａ
）
の
確
定
数

値
を
も
と
に
、
毎
年
３
％
増
の
数

値
（
Ｄ
）
を
見
直
し
て
活
動
し
ま

し
た
が
、
そ
れ
で
も
（
Ｅ
）
の
結

果
の
通
り
、
再
目
標
値
を
下
回
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

新
規
会
員
は
５
年
間
で

３
４
２
７
名
と
ま
ず
ま
ず
の
成
果

は
あ
っ
た
も
の
の
、
29
単
位
老
人

ク
ラ
ブ
の
解
散
に
よ
る
会
員
数
の

減
少
は
会
員
数
増
加
の
目
標
値
を

下
回
っ
た
大
き
な
要
因
と
な
り
ま

し
た
。
特
に
最
終
年
度
で
は
、
川

副
町
大
詫
間
校
区
老
連
で
５
ク
ラ

ブ
、
３
８
７
名
の
減
少
、
大
和
町

老
連
で
は
、
24
ク
ラ
ブ
か
ら
18
ク

ラ
ブ
と
、
６
ク
ラ
ブ
・
１
５
１
名

の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
少
子
高
齢
化
は
ま
す
ま

す
激
し
く
な
り
、
特
に
２
０
２
５

年
以
降
は
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳

以
上
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

高
齢
者
人
口
は
増
加
す
る
一
方

で
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
の
減
少

は
歯
止
め
が
き
か
な
い
状
況
で

す
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
原
則
で
あ
る

高
齢
者
同
士
の
つ
な
が
り
を
強
く

し
て
、今
こ
そ「
健
康
」「
友
愛
」「
奉

仕
」
の
三
大
運
動
に
取
り
組
も
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

原
点
に
返
り
、会
員
減
に
歯
止
め
を

﹁
1
0
0
万
人
会
員
増
強
運
動
﹂
総
括



佐 賀 市 老 連（3）第97号 令和元年9月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

令和元年度
佐賀市老人クラブ連合会役員名簿

　今年度も「健康・友愛・奉仕」の３大目標を
柱に各事業に取り組んでまいります。

会　長 高木瀬 木下 　治紀

副会長
富　士 古川 　一男
西川副 古賀 　一彦
鍋　島 久野 　絹子

常務理事 北川副 中野 　公利

理　事

勧　興 徳久 　定雄
循　誘 枝永 　一馬
神　野 本野 　好人
赤　松 下村 　正身
西与賀 江口 　　衛
本　庄 角田 　研三
北川副 中島 　和雄
巨　勢 生三 　紀昭
蓮　池 今泉 多美子

理　事

兵　庫 川副 　幹郎
久保泉 山口 　保馬
金　立 山田 　　明
高木瀬 木下 　治紀
鍋　島 吉田 功太郎
嘉　瀬 本多 　恒光
新　栄 青木 　昭生
若　楠 廣納 　　章
諸　富 柿内 　紀大
大　和 永田 　　宏
富　士 古川 　一男
三　瀬 原  　　福美
南川副 山下 　英憲
西川副 古賀 　一彦

理　事
中川副 江口 　善己
東与賀 山田 　利男
久保田 舩津丸 幸男

女性理事

鍋　島 久野 　絹子
南川副 久米 ハル子
兵　庫 田中 　富枝
嘉　瀬 時尾 久美子
高木瀬 枝吉 千年世
西川副 酒井 トシ子
富　士 合瀬 佐登美

監　事
巨　勢 南川 　義博
勧　興 寺町 　正之

事務局長 北川副 中野 　公利
事務局 兵　庫 長尾 由紀子

年 度 クラブ
数

A
会員数

Ｂ
26 年度を
基本とした
３％増の
目標数

C
目標値との差
A‒Ｂ

D
会員数確定値
による３％増
目標値

E
確定目標値
との差
A‒D

新規
加入者数 減少者数

26 315 14,409 ー ー ー ー ー ー
27 316 13,974 14,842 △ 868 ー ー 767 1,202
28 307 13,500 15,286 △ 1,786 14,394 △ 894 742 1,216
29 304 13,025 15,746 △ 2,721 13,905 △ 880 785 1,260
30 304 12,441 16,218 △ 3,777 13,416 △ 975 620 1,204
31 286 11,373 16,704 △ 5,331 12,815 △ 1,442 513 1,581

会員増強の取り組み
（平成26年度のクラブ数・会員数を基本として）



佐 賀 市 老 連 第97号（4）令和元年9月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

佐
賀
市
老
連

令
和
元
年
度

活

動

紹

介

宇部市老連との交流会開催 交
通
安
全
指
導
員
研
修
会

会員増強運動など
　　共通の課題を討議

一
瞬
の
気
の
緩
み
が
大
事
故
に

　

２
月
20
日
（
水
）、
山
口
県
宇

部
市
老
連
（
原
和
男
会
長
）
と
の

交
流
会
を
開
催
し
、
宇
部
市
老
連

か
ら
42
名
、
佐
賀
市
老
連
よ
り
９

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

会
員
増
強
運
動
の
取
り
組
み

や
、
日
頃
の
ク
ラ
ブ
運
営
に
つ
い

て
互
い
に
課
題
や
、
今
後
の
方
向

性
を
発
表
し
、
有
意
義
な
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

1
月
29
日
（
火
）、
ほ
ほ
え
み
館

３
階
に
て
女
性
部
長
料
理
講
習
会

を
開
催
し
26
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

佐
賀
市
健
康
づ
く
り
課
の
栄
養

士
を
講
師
に
迎
え
「
減
塩
料
理
」

を
テ
ー
マ
に
麦
ご
は
ん
、
鶏
胸
肉

の
カ
レ
ー
あ
ん
か
け
、
味
噌
汁
、

焼
き
野
菜
と
海
苔
ド
レ
ッ
シ
ン

グ
、
ゆ
で
だ
ご
の
５
品
を
作
り
ま

し
た
。

　

受
講
さ
れ
た
女
性
部
長
の
皆
さ

ん
は
、
ぜ
ひ
今
回
の
減
塩
料
理
を

校
区
で
も
披

露
し
、
毎
日

の
健
康
を
支

え
る
食
の
大

切
さ
を
広
め

て
い
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

２
月
7
日
（
木
）、
メ
ー
ト

プ
ラ
ザ
佐
賀
で
交
通
安
全
指
導

員
研
修
会
を
開
催
し
、
登
録
者

2
9
2
名
の
う
ち
1
7
4
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

主
催
者

の
佐
賀
市

市
民
生
活

課
の
眞
﨑

部
長
あ
い

さ
つ
、
佐
賀

市
老
連
の

木
下
会
長

あ
い
さ
つ
の
後
、
４
ブ
ロ
ッ
ク
に

分
か
れ
「
高
齢
者
の
安
全
運
転
支

援
セ
ミ
ナ
ー
」「
高
齢
者
が
長
く

安
全
に
運
転
す
る
た
め
に
知
っ
て

お
き
た
い
こ
と
」「
先
進
安
全
自

動
車
の
乗
車
体
験
」「
防
犯
Ｄ
Ｖ

Ｄ
鑑
賞
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
佐
賀
市
生
活
安
全
課
よ

り
「
交
通
安
全
・
防
犯
講
座
の
紹

介
」
と
「
反
射
材
用
品
の
説
明
」

等
が
あ
り
、
参
加
し
た
交
通
安
全

指
導
員
の
皆
さ
ん
は
、
日
頃
か
ら

慣
れ
た
道
で
も
油
断
を
せ
ず
、
交

通
事
故
に
遭
わ
な
い
、
起
こ
さ
な

い
た
め
の
意
識
を
常
に
み
ん
な
で

高
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。

女性部長料理講習会

おいしい減塩料理に挑戦

手際よく５品を完成

全自動車に
乗車体験



佐 賀 市 老 連（5）第97号 令和元年9月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　

５
月
24
日

（
金
）、
佐
賀
市
民

運
動
広
場
に
て
26

校
区
老
連
と
女
性

理
事
チ
ー
ム
、
メ

モ
リ
ー
ド
社
チ
ー

ム
の
計
28
チ
ー
ム

に
よ
る
女
性
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
メ
モ
リ
ー
ド
社

の
協
賛
に
よ
り
毎
回
開
催
し
て
お

り
、
コ
ー
ス
の
設
営
や
運
営
に
は
、

校
区
体
育
部
長
や
、
佐
賀
市
老
連

理
事
の
方
々
に
も
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

競
技
は
団
体
戦
で
行
わ
れ
、
皆

さ
ん
プ
レ
ー
に
一
喜
一
憂
し
な
が

ら
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。
大
会
結
果
は
、

西
川
副
校
区
老
連
が
2
0
8
打

で
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

女
性
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

西
川
副
チ
ー
ム
が
僅
差
で
V

《
優
　
勝
》
西
川
副
校
区
老
連�

2
0
8
打

《
準
優
勝
》
大
和
町
老
連�

2
1
1
打

《
第
3
位
》
諸
富
町
老
連�

2
1
2
打

《
第
4
位
》
兵
庫
校
区
老
連�

2
1
2
打

《
第
5
位
》
高
木
瀬
校
区
老
連�

2
1
3
打

　

５
月
29
日
（
水
）、
メ
ー
ト
プ

ラ
ザ
佐
賀
に
て
、
令
和
元
年
度
に

登
録
さ
れ
た
友
愛
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ヘ
ル
パ
ー
４
２
３
名
を
対
象
に
、

友
愛
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ヘ
ル

パ
ー
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
研
修
で
は
「
在
宅
福
祉
を
支
え

る
友
愛
活
動
の
す
す
め
方
」
に
つ

い
て
市
老
連
の
中
野
事
務
局
長
よ

り
説
明
が
あ
り
「
地
域
包
括
支
援

シ
ス
テ
ム
と
友
愛
活
動
に
つ
い

て
」
と
題
し
、
角
田
福
祉
部
長
よ

り
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　《
研
修
内
容
の
概
要
》

◎�

在
宅
福
祉
を
支
え
る
友
愛
活
動

は
、
高
齢
者
の
孤
立
を
防
ぐ
た

め
「
話
し
相
手
」
を
基
本
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
訪
問

活
動
に
加
え
、
仲
間
が
集
ま
る

ふ
れ
あ
い
の
場
づ
く
り
な
ど
の

取
り
組
み
も
広
が
っ
て
い
ま

す
。

◎�

友
愛
活
動
で
は
、
高
齢
者
の
生

活
に
関
わ
り
の
あ
る
情
報
（
痴

呆
症
や
高
齢
者
虐
待
、
介
護
制

度
、
悪
徳
商
法
な
ど
）
を
学
習

し
、
情
報
提
供
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎�

在
宅
福
祉
を
支
え
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
は
、
高
齢
者
同
士

の
心
と
心
の
ふ
れ
あ
い
が
第
一

で
す
。
そ
の
た
め
「
話
し
相

手
」
を
基
本
の
活
動
と
し
て
い

ま
す
。
同
世
代
の
友
人
と
し
て

話
し
合
い
、
共
感
し
あ
え
る
仲

間
が
い
る
こ
と
は
、
暮
ら
し
を

支
え
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
こ

と
で
す
。

　

友
愛
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ヘ
ル

パ
ー
活
動
を
推
進
す
る
上
で
地
域

の
関
係
機
関
や
団
体
と
の
連
携
は

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
今
後
の
課
題
と

し
て
引
き
続
き

検
討
し
、
佐
賀

市
老
連
も
積
極

的
に
協
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

友愛活動ボランティア
ヘルパー研修会

相手に寄り添う心のふれあい



佐 賀 市 老 連 第97号（6）令和元年9月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

佐
賀
市
老
連

令
和
元
年
度

活

動

紹

介

ゲートボール大会

南
川
副
チ
ー
ム
が
優
勝

　

６
月
14
日
（
金
）、
佐
賀
市
民
運

動
広
場
に
て
佐
賀
市
老
連
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
大
会
に
は
、
26
校
区
中
15
校

区
よ
り
21
チ
ー
ム
が
参
加
し
熱
戦

を
展
開
。
予
選
は
７
コ
ー
ト
に
分

か
れ
３
チ
ー
ム
の
リ
ー
グ
戦
を
、

決
勝
戦
は
予
選
を
勝
ち
上
が
っ
た

７
チ
ー
ム
で
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
行

い
、
見
事
、
南
川
副
チ
ー
ム
が
優

勝
し
ま
し
た
。

　

近
年
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
競
技

人
口
が
減
少
し
、
参
加
で
き
な
い

校
区
も
増
え
て
い
ま
す
。
昨
年
度

よ
り
佐
賀
県
老
連
の
大
会
は
中
止

と
な
り
ま
し
た
が
、
佐
賀
市
老
連

で
は
今
後
も
大
会
を
開
催
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
初
心
者

同
士
の
チ
ー
ム
も
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

《優　勝》南川副チーム
《準優勝》諸富Ａチーム
《第3位》諸富Ｂチーム
《第4位》蓮池チーム

《第5位》久保田Ａチーム
《第5位》東与賀Ｂチーム
《第5位》東与賀Ａチーム

老人クラブ会員章
仲間のしるし 　会員章は、会員一人ひとりの意欲とクラブの誇り

を示すシンボルであり、仲間との連帯のしるしです。
あなたも会員章を胸に、地域の担い手としていきい
きと輝きながら、クラブ活動を広げていきましょう。

　全老連と都道府県・指定都市老連・市
町老連では、老人クラブ会員章の普及を
通して、老人クラブの発展向上のための
活動資金造成等に取り組んでいます。

購入価格………1,000円
・全老連………… 500円
・佐賀県老連…… 300円
・佐賀市老連…… 100円
・校区老連……… 100円

会員章を胸に
活動の輪を
広げましょう !

　ゲートボールは単純にゲート通過を競
うのではありません。自分のボールを他
のボールに当てる「タッチ」などを組み
合わせて自分のチームを有利にしたり、
相手のボールの行く先を読み、作戦を立
てながらゲームを組み立てていくことが
重要となります。

【戦略型スポーツ】

ゲートボールって面白い！

集中の一打



佐 賀 市 老 連（7）第97号 令和元年9月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　

７
月
８
日
（
月
）、
ほ
ほ
え
み
館

に
て
、佐
賀
市
高
齢
福
祉
課（
課
長
、

係
長
、担
当
者
）と
佐
賀
市
老
連（
正

副
会
長
お
よ
び
各
部
の
部
長
）
と

の
意
見
交
換
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

議
題
と
し
て
老
人
ク
ラ
ブ
の
会

員
減
少
の
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
、行
政
の
サ
ポ
ー

ト
を
さ
ら
に
強
化
で
き
な
い
か
と

い
う
意
見
が
出
ま
し
た
。
ま
た
サ

ロ
ン
事
業
の
拡
大
が
老
人
ク
ラ
ブ

の
会
員
減
少
に
影
響
を
与
え
て
い

る
た
め
、
サ
ロ
ン
事
業
側
に
老
人

ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
よ
う
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
補
助
金

の
問
題
に
つ
い
て
は
、
会
員
30
名

未
満
が
２
万
３
２
８
０
円
、
30

名
以
上
が
４
万
６
５
６
０
円
と

い
う
現
在
の
金
額
設
定
に
つ
い

て
増
額
要
請
を
し
た
り
、
会
員

30
名
で
も
１
２
０
名
で
も
同
額
の

市
高
齢
福
祉
課
と
の
意
見
交
換
会

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
講
習
会

会
員
数
ご
と
に

�
補
助
金
額
変
更
を
要
請

簡
単
だ
け
ど
難
し
い

�

1
2
0
名
が
輪
投
げ
に
夢
中

４
万
６
５
６
０
円
と
い
う
金
額
設

定
に
つ
い
て
改
善
を
求
め
、
協
議

し
ま
し
た
。

　

佐
賀
市
で
は
、
平
成
12
年
度
に

厚
生
労
働
省
が
最
後
に
提
案
し
た

４
万
６
５
６
０
円
を
補
助
金
額
に

設
定
し
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
な
る

増
額
は
厳
し
い
と
の
回
答
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
し
か
し
会
員
数
の

多
い
ク
ラ
ブ
へ
の
補
助
金
の
増
額

に
つ
い
て
は
、
今
後
前
向
き
に
検

討
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

７
月
25
日
（
木
）、

諸
富
文
化
体
育
館
に

お
い
て
今
年
度
第
１

回
目
の
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
体
験
講
習
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
各
校
区
老

連
よ
り
代
表
４
名
を

は
じ
め
、
佐
賀
市
老

連
正
副
会
長
お
よ
び

体
育
部
理
事
、
体
育
指
導
員
の
計

１
２
０
名
が
参
加
し
「
ス
カ
ッ
ト

ボ
ー
ル
」「
い
ご
て
だ
ま
」「
ボ
ッ

チ
ャ
」
そ
し
て
今
回
初
め
て
行
っ

た
「
公
式
輪
投
げ
」
の
計
4
種
目

を
体
験
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
体
験
講
習
会

は
４
年
前
か
ら
実
施

し
て
お
り
、
回
を
重

ね
る
ご
と
に
参
加
者

も
増
え
、
各
校
区
に

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を

普
及
さ
せ
る
一
翼
を

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

11
月
29
日
（
金
）

に
は
、
勤
労
者
体
育
館(

メ
ー
ト

プ
ラ
ザ
佐
賀
西
側)
に
て
第
２
回

目
の
体
験
講
習
会
を
開
催
予
定

で
す
。
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

初めて行った
公式輪投げ

スカットボール



佐 賀 市 老 連 第97号（8）令和元年9月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　

７
月
４
日
（
木
）、
５
日
（
金
）

の
２
日
間
、
北
九
州
市
の
リ
ー
ガ

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
小
倉
に
て
、
九

州
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

開
催
場
所
は
、
九
州
管
内
の
福

岡
、
佐
賀
、
長
崎
、
熊
本
、
大
分
、

宮
崎
、
鹿
児
島
、
沖
縄
の
８
県
老

連
と
福
岡
市
、
北
九
州
市
２
政
令

都
市
が
持
ち
回
り
で
決
め
て
お
り
、

今
年
度
は
北
九
州
市
で
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
計
２
３
５
名
で
、
佐

賀
県
老
連
か

ら
は
４
ブ

ロ
ッ
ク
よ
り

（
東
部
・
中
部
・

北
部
・
西
部
）

12
名
、
県
老

連
正
副
会
長

が
参
加
し
ま

し
た
。
佐
賀

市
老
連
か
ら
は
田
中
富
枝
理
事
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
開
会
式
の
後
、
全
国

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
齋
藤
秀
樹

常
務
理
事
に
よ
る
基
調
講
演
「
5

か
年
の
会
員
増
強
運
動
と
今
後
の

方
向
」
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

休
憩
を
は
さ
み
「
健
康
づ
く
り
・

介
護
予
防
活
動
の
推
進
」「
友
愛
活

動
（
高
齢
者
相
互
の
支
え
合
い
）

の
推
進
」「
会
員
増
強
（
１
０
０
万

人
会
員
増
強
運
動
）
の
推
進
」
の

３
つ
の
研
究
部
会
に
分
か
れ
討
議

を
行
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
平
成
紫
川
会
小
倉

記
念
病
院
の
永
田
泉
病
院
長
よ
り

「
脳
卒
中
の
お
話
」
が
あ
り
、
そ
の

後
、
３
つ
の
研
修
部
会
の
報
告
が

代
表
者
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

九州ブロック老人クラブリーダー研修会

北九州市に235名が集結

円
滑
な
運
営
に
つ
い
て
考
え
る

　

７
月
30
日
（
火
）、
ほ
ほ
え
み
館

４
階
視
聴
覚
室
に
て
、
単
位
ク
ラ

ブ
の
会
長
に
就
任
し
た
86
名
の
う

ち
64
名
が
参
加
し
、
新
任
単
位
ク

ラ
ブ
会
長
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
市
老
連
の
木
下
会
長

よ
り
単
位
ク
ラ
ブ
の
会
長
と
し
て

の
心
構
え
や
、
体
験
談
を
発
表
し

て
い
た
だ
き
、
続
い
て
市
老
連
の

中
野
事
務

局
長
よ
り

単
位
ク
ラ

ブ
会
長
の

役
割
な
ど

に
つ
い
て

説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

毎
年
、
単
位
ク
ラ
ブ
の
会
長
は

3
分
の
１
の
方
が
交
代
し
て
い
ま

す
が
、
今
回
の
研
修
会
で
学
ん
だ

こ
と
を
生
か
し
、
ぜ
ひ
長
期
に
わ

た
り
活
動
し
、
ク
ラ
ブ
活
性
化
に

貢
献
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

新
任
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
研
修
会

講演する
木下会長

佐
賀
市
老
連

令
和
元
年
度

活

動

紹

介



佐 賀 市 老 連（9）第97号 令和元年9月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　

私
た
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
佐

賀
市
の
東
南
部
に
位
置
し
、
蓮
池

校
区
の
人
口
は
１
７
１
６
名
で
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
は
５
６
８
名

高
齢
化
率
33
・
１
％
、
老
人
ク
ラ

ブ
へ
の
加
入
率
は
32
・
75
％
の

１
８
６
名
で
す
。

　

平
成
30
年
11
月
29
日
（
木
）
に
、

蓮
池
町
の
見
島
地
区
に
伝
承
さ
れ

て
い
る
小
正
月
（
現
在
は
２
月
の

第
２
土
曜
日
に
開
催
）
行
事
「
見

島
の
カ
セ
ド
リ
」
を
含
む
来
訪
神

「
仮
面
・
仮
想
の
神
々
」
が
ユ
ネ

ス
コ
無
形
文
化
財
遺
産
に
登
録
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
平
成
30
年
度
に
は
、
蓮
池

校
区
老
人
ク
ラ
ブ
の
女
性
部
長
の

発
案
で
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
を

行
う
中
で
、
地
域
の
人
た
ち
に

も
っ
と
活
動
を
知
っ
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
願
い
か
ら
「
老
人
ク
ラ

ブ
の
旗
」
を
女
性
部
会
員
で
手
作

り
し
設
置
し
ま
し
た
。

　

佐
賀
市
老
連
の
女
性
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
で
は
「
蓮
池
校

区
老
連
」
が
参
加
し
て
る
こ
と
が

分
か
る
よ
う
に
２
本
の
旗
を
持
参

し
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
佐
賀
市

蓮
池
校
区
老
連

 

会
長
　
今
泉
　
多
美
子

手
作
り
の
旗
で
活
動
を
ア
ピ
ー
ル

校

区

活

動

紹

介

老
連
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
や
ペ

タ
ン
ク
大
会
、
演
芸
大
会
等
に
持

参
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
旗
を
作
っ
た
こ
と
で
、
私

た
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
地

域
の
方
々
に
知
っ
て
も
ら
い
、
老

人
ク
ラ
ブ
へ
の
加
入
促
進
に
も
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

風
に
は
た
め
く
の
ぼ
り
旗
に
私

た
ち
自
身
も
大
変
励
ま
さ
れ
、
元

気
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

佐
賀
市
兵
庫
校
区
の
西
部
地
区

老
人
ク
ラ
ブ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
愛
好
会
で
は
、
週
２
回
、
夢

咲
公
園
な
ど

で
午
前
中
に

定
例
会
を
開

い
て
い
ま
す
。

　

会
は
10
年

以
上
の
歴
史

が
あ
り
、
現

在
60
歳
か
ら

兵
庫
校
区
西
部
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
愛
好
会

楽
し
く
健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う

89
歳
ま
で
の
26
名
が
参
加
し
て
い

ま
す
。
毎
回
半
数
以
上
の
メ
ン

バ
ー
が
集
ま
っ
て
、
一
人
ひ
と
り

が
自
身
の
体
力
と
相
談
し
な
が

ら
、
２
ゲ
ー
ム
か
ら
４
ゲ
ー
ム
を

プ
レ
ー
し
て
い
ま
す
。

　

会
の
モ
ッ
ト
ー
は
、
楽
し
く
活

動
し
な
が
ら
、
健
康
寿
命
を
延
ば

す
こ
と
。

　

年
に
３
回
開
催
す
る
大
会
で

は
、
４
チ
ー
ム
ほ
ど
に
分
か
れ
て

お
互
い
の
腕
前

を
披
露
し
て
い

ま
す
。

3



佐 賀 市 老 連 第97号（10）令和元年9月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

私
た
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ

　

東
与
賀
町
は
佐
賀
市
の
南
部
に

位
置
し
、
町
内
ど
こ
か
ら
で
も
市

街
中
心
部
が
望
め
る
純
平
地
農
村

で
す
。
南
は
有
明
海
に
面
し
、
塩

生
植
物
シ
チ
メ
ン
ソ
ウ
が
自
生
し

て
お
り
広
大
な
干
潟
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
干
潟
は
ラ
ム
サ
ー

ル
条
約
に
登
録
さ
れ
、
珍
し
い
野

鳥
の
ク
ロ
ヘ
ラ
サ
ギ
等
が
飛
来
す

る
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

海
の
紅
葉
と
い
わ
れ
る
シ
チ
メ
ン

ソ
ウ
の
紅
葉
の
時
期
や
渡
り
鳥
の

シ
ー
ズ
ン
は
、
町
内
外
か
ら
多
く

の
愛
好
家
が
訪
れ
に
ぎ
わ
っ
て
い

ま
す
。
今
で
は
、
野
鳥
や
ム
ツ
ゴ

ロ
ウ
、
ワ
ラ
ス
ボ
、
汐
マ
ネ
キ
な

ど
の
生
き
物
と
の
出
会
い
を
求
め

て
四
季
を
問
わ
ず
観
光
客
が
訪
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
中
で
、
私
た
ち
老

人
ク
ラ
ブ
も
「
会
員
相
互
の
親
睦

世
代
間
交
流
事
業
に
つ
い
て

東与賀町老人クラブ
会長

山田　利男

東与賀

を
深
め
、
元
気
で
楽
し
く
暮
ら
そ

う
」
を
合
言
葉
に
ス
ポ
ー
ツ
大

会
、
友
愛
活
動
、
美
化
運
動
等
を

は
じ
め
、
様
々
な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
今
回
は
そ
の
一
つ
で

あ
る
小
学
校
低
学
年
（
1
〜
3
年

生
）
と
の
世
代
間
交
流
事
業
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

1
年
生
と
の
昔
遊
び
交
流
で

は
、
体
育
館
で
は
お
は
じ
き
、
あ

や
と
り
、
お
手
玉
、
メ
ン
コ
、
ケ

ン
玉
な
ど
、
校
庭
で
は
竹
馬
、
こ

ま
回
し
、
ビ
ー
玉
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
い
く
つ
か
の
班
に
分
か

れ
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
ん
で

２
時
間
程
度
交
流
し
ま
す
。
児
童

た
ち
は
目
を
輝
か
せ
て
喜
々
と

し
た
顔
に
な
り
、
も
っ
と
や
り
た

い
と
言
い
出
し
ま
す
。
今
の
子
ど

も
た
ち
の
世
界
は
ゲ
ー
ム
遊
び

が
主
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
素
朴

で
熱
中
で
き
る
遊
び
は
あ
ま
り

体
験
で
き
な
い
た
め
、
私
た
ち
老

人
ク
ラ
ブ
会
員
が
相
手
に
な
っ

て
、
ゲ
ー
ム
遊
び
と
は
違
う
感
覚

を
経
験
さ
せ
る
こ
と
も
大
事
だ

と
感
じ
ま
し
た
。
今
後
も
続
け
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
2
年
生
と
は
季
節
の

野
菜
づ
く
り
で
交
流
し
て
い
ま

す
。
ま
ず
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
で

草
取
り
、
耕
起
、
有
機
肥
料
な
ど

を
使
っ
て
整
地
を
行
い
、
菜
園
を

作
り
ま
す
。
そ
の
後
、
児
童
た
ち

と
一
緒
に
、
夏
は
ト
マ
ト
、
ピ
ー

マ
ン
、
ナ
ス
等
を
、
冬
は
大
根
、

白
菜
等
を
作
り
ま
す
。
そ
の
年
の

気
候
に
よ
っ
て
は
春
野
菜
、
秋
野

菜
を
作
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
で

き
た
野
菜
を
児
童
た
ち
と
一
緒

に
収
穫
・
調
理
し
て
試
食
し
ま

す
。
自
分
た
ち
が
作
っ
た
野
菜
な

の
で
、
子
ど
も
た
ち
は
好
き
嫌
い

な
く
食
べ
て
い
ま
す
。
試
食
後
に

は
、
皆
で
気
づ
い
た
こ
と
や
次
の

野
菜
づ
く
り
で
や
り
た
い
こ
と

な
ど
を
話
し
合
い
、
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
す
。

　

３
年
生
と
は
昔
の
農
機
具
に

つ
い
て
勉
強
し
て
、
交
流
を
図
り

ま
す
。
児
童
た
ち
は
町
の
資
料
展

示
室
に
保
存
し
て
あ
る
昔
の
農

機
具
の
名
前
や
使
い
方
に
つ
い

て
一
所
懸
命
考
え
、
想
像
し
て
手

に
と
っ
て
身
振
り
手
振
り
で
表

現
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
セ
ン

バ
、
ト
ウ
ミ
、
押
し
ガ
ン
ズ
メ
、
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校
　
区

ク
ラ
ブ
名

氏
　
名

神
　
野
第
11
ク
ラ
ブ
古
賀 

　
れ
ん
女

兵
　
庫
西
部
第
1
飯
盛 

　
ス
エ
女

金
　
立
第
3

江
頭 

　
貞
江
女

嘉
　
瀬
荻
野

百
武 

　
ソ
エ
女

嘉
　
瀬
元
町
2

森
永 

　
三
郎
男

嘉
　
瀬
扇
町

野
田 

　
初
子
女

嘉
　
瀬
新
町
2

杉
町 

　
勇
夫
男

嘉
　
瀬
新
町
5

香
月 

　
譲
一
男

諸
　
富
大
中
島

木
村 

　
ユ
ク
女

諸
　
富
諸
富
津

木
村 

　
笑
子
女

大
　
和
尼
寺
長
寿
会
野
田 

コ
ト
メ
女

大
　
和
尼
寺
長
寿
会
松
本 

　
竜
治
男

三
　
浦
井
手
野
会
平
方 

　
ス
ミ
女

中
川
副
福
　
富

西
村 
マ
サ
子
女

中
川
副
北
　
部

江
副 
　
藤
江
女

　佐賀市老連では、令和元年度に100歳を迎え
られた16名の方に対し、6月の理事会において
記念品を贈呈しました。
（大正8年4月2日～大正9年4月1日生まれの方）

百寿万歳
令和元年度100歳会員紹介 （敬称略）

水
車
、
馬
具

な
ど
、
今
で

は
見
ら
れ
な

い
農
具
が
人

力
や
馬
の
力

に
よ
っ
て
使

用
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
知

り
、
今
の
機

械
化
さ
れ
た

農
法
と
の
違

い
に
驚
き
、

昔
の
人
の
知
恵
と
技
に
感
心
し

た
り
し
て
い
ま
し
た
。
老
人
ク
ラ

ブ
会
員
も
当
時
を
偲
ん
で
感
慨

深
げ
で
し
た
。

　

一
学
年
１
０
０
名
足
ら
ず
の
児

童
た
ち
と
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
20
名

ほ
ど
で
交
流
を
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
場
だ
け
で
は
な
く
日
常
の
生

活
の
場
に
も
交
流
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。

　

日
頃
の
通
学
見
守
り
の
時
な
ど

に
「
野
菜
づ
く
り
の
名
人
お
じ
い

さ
ん
だ
」
と
か
「
お
手
玉
名
人
の

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
お
は
よ
う
」
と

言
っ
て
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
た

り
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
お
礼
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
、
そ
の
一
つ
を
紹
介
し
ま
す
。

【
Ａ
子
ち
ゃ
ん
１
年
生
】

　
「
名
人
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
こ

ん
に
ち
は
。
み
ん
な
で
大
事
に
水

や
り
を
し
て
い
ま
す
。
立
派
に
収

穫
が
で
き
る
よ
う
頑
張
る
ね
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」

　

私
た
ち
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
孫

た
ち
は
、
中
学
生
や
高
校
生
、
社

会
人
等
に
な
っ
て
お
り
、
会
員
自

ら
も
交
流
を
通
し
て
昔
を
思
い
出

し
、
感
慨
深
そ
う
で
し
た
。
今
後

も
交
流
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
交
流
を
地

区
の
美
化
活
動
や
年
賀
状
の
交
流

等
に
も
広
げ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。
東
与
賀
町
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
の
世
代
間
交
流
事
業
が

一
つ
の
契
機
と
な
っ
て
、
見
守
り

活
動
、
あ
い
さ
つ
運
動
等
が
ま
す

ま
す
充
実
す
る
よ
う
に
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。
全
老
人
ク
ラ
ブ
の
今

後
の
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

私
た
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ

童心に帰り夢中に
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私
た
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ

ま
ず
は
会
話
か
ら

�
人
と
の
つ
な
が
り
大
切
に

大和町老人クラブ
鶴田　矩朗

大和町　

会
長
で
も
な
い
一
会
員
の
私
が
、

佐
賀
市
内
で
も
大
き
な
ク
ラ
ブ
で

あ
る
大
和
町
老
連
の
名
で
こ
の
欄

を
書
く
の
は
申
し
訳
な
く
感
じ
ま

す
。
お
許
し
く
だ
さ
い
。

　

大
和
町
に
住
み
50
余
年
、
そ
れ

な
り
の
町
の
変
化
を
見
て
、
知
人

も
多
く
で
き
ま
し
た
。
そ
の
間
、

自
治
会
の
役
員
や
老
人
ク
ラ
ブ
の

会
長
も
経
験
し
ま
し
た
。

　

大
和
町
は
現
在
、
佐
賀
市
に
合

併
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ま
で

は
県
下
で
最
大
の
人
口
を
持
つ
町

で
あ
り
ま
し
た
。
私
自
身
は
佐
賀

市
内
の
勧
興
校
区
の
出
身
で
あ
り
、

こ
の
地
に
来
た
当
初
は
田
舎
へ
来

た
も
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。
尼
寺

の
町
に
住
ん
い
ま
し
た
が
、
い
く

ば
く
か
の
商
店
が
あ
り
、
映
画
館

も
あ
り
ま
し
た
。
今
振
り
返
っ
て

み
れ
ば
、
佐
賀
の
山
間
部
で
は
一

寸
し
た
街
で
あ
っ
た
の
で
す
。
少

し
の
家
並
み
が
途
切
れ
た
後
は
、

畑
や
小
さ
な
水
田
が
あ
り
ま
し
た
。

昭
和
40
年
代
の
初
め
で
あ
り
ま
し

た
。

　

日
本
の
高
度
成
長
が
九
州
に
も

お
よ
び
、
佐
賀
市
も
膨
張
し
始
め

ま
し
た
。
高
木
瀬
地
区
や
そ
れ
か

ら
西
へ
、
そ
し
て
大
和
町
に
家
が

建
ち
始
め
ま
し
た
。
一
つ
の
集
落

が
で
き
る
大
き
な
団
地
が
建
ち

ま
し
た
。
私
の
住
む
「
み
ど
り
団

地
」
は
労
働
者
住
宅
の
一
戸
建
て

で
1
1
0
戸
、
周
辺
の
宅
地
分

譲
で
建
て
た
人
は
１
１
０
戸
か
ら

２
０
０
戸
を
超
え
る
大
き
な
集
落

に
な
り
ま
し
た
。
尼
寺
の
周
辺
は

ま
さ
に
様
変
わ
り
を
し
ま
し
た
。

春
日
校
区
は
大
字
尼
寺
・
久
池
井

の
2
つ
で
あ
り
ま
す
が
、
後
か
ら

住
ん
だ
人
の
方
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

私
の
団
地
も
建
設
か
ら
40
年
を

超
え
ま
し
た
。
住
民
は
全
員
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
で
、
旧
佐
賀
市
郡
か
ら

来
た
人
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。
30

代
だ
っ
た
人
た
ち
も
立
派
な
高
齢

者
に
な
り
ま
し
た
。
子
育
て
が
終

わ
り
、
子
ど
も
は
出
て
行
き
、
2

人
だ
け
で
住
ん
で
い
る
人
た
ち
が

多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
ク
ラ
ブ
も
1
0
0
名
を

超
え
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
十
数

名
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私
の
３
人

の
子
ど
も
は
春
日
保
育
園
、
春
日

小
学
校
、
大
和
中
学
校
へ
進
ん
で

い
ま
す
が
、こ
の
地
が
立
派
な
『
ふ

る
さ
と
』
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

一
人
だ
け
で
暮
ら
し
て
い
る
居
宅

も
10
軒
を
超
え
て
い
ま
す
。
一
つ

の
時
代
が
転
機
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
も
、
設
立
さ
れ
て

も
う
40
年
に
な
り
ま
す
。
当
初
は

大
正
生
ま
れ
の
方
ば
っ
か
り
で
あ

り
ま
し
た
が
、
男
性
は
昭
和
1
桁

生
ま
れ
が
最
高
齢
に
な
り
ま
し
た
。

兵
隊
経
験
の
自
治
会
長
、
老
人
会

長
も
立
派
な
人
が
お
ら
れ
ま
し
た
。

二
人
と
も
83
歳
で
亡
く
な
ら
れ
ま

し
た
。
私
に
席
が
回
っ
て
き
ま
し

た
が
、
二
人
の
先
輩
の
言
動
は
私

の
財
産
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

会
社
定
年
後
も
職
を
持
っ
て
い

た
の
で
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
は

大
変
で
あ
り
ま
し
た
。
副
会
長
を

数
年
、
会
長
を
２
年
務
め
ま
し
た
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私
た
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ

　佐賀市老人クラブ連合会で
は、ほほえみ館にて毎月第2・
第4水曜日に『カラオケ愛
好会』を開催しています。
　『カラオケ愛好会』は自主
的な組織で開催しています
が、佐賀市老連も運営費の一
部を補助しています。
　現在、参加メンバー募集中
です。入会の条件は、佐賀市
老人クラブ連
合会の会員で
あればどなた
でも歓迎いた
します。
　『カラオケ
愛好会』は大変人気のため、
空きができるのを待ってもら
う状況ですが、ぜひ仲間と楽
しく歌いましょう♪

「カラオケ愛好会」
入会案内

佐賀市老人クラブ連合会
TEL 0952-32-2561

（連絡先）

が
、
今
思
え
ば
良
い
体
験
を
し
た

と
思
い
ま
す
。

　

い
く
ば
く
か
の
改
革
も
行
い
ま

し
た
。
隣
の
金
立
地
区
の
文
化
祭

の
盛
況
を
見
て
驚
き
、
数
名
で
見

学
に
行
き
ま
し
た
。「
大
和
に
も

し
っ
か
り
と
し
た
文
化
祭
を
」
と

進
言
も
し
ま
し
た
。
会
員
の
勧
誘

も
行
い
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
増

え
ま
せ
ん
。そ
ん
な
中
、女
性
会
員
、

そ
れ
も
戦
後
生
ま
れ
の
人
に
加
入

い
た
だ
き
、老
人
ク
ラ
ブ
も
若
返
っ

て
き
ま
し
た
。
旅
行
が
少
し
増
え

た
よ
う
に
も
感
じ
ま
す
。

　

現
在
の
会
長
は
昭
和
18
年
生
ま

れ
で
良
く
や
っ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
残
念
な
こ
と
は
、
こ
の
年

代
の
男
性
会
員
が
非
常
に
少
な
い

こ
と
で
す
。何
が
原
因
な
の
で
し
ょ

う
か
︙
。

　

他
の
単
位
ク
ラ
ブ
の
定
例
会
を

見
学
し
ま
し
た
。
会
長
の
堤
和
之

さ
ん
を
知
り
、
公
演
を
依
頼
し
ま

し
た
。
堤
さ
ん
は
自
分
で
事
業
を

起
こ
し
た
人
で
、
そ
の
人
生
訓
は

大
変
面
白
か
っ
た
で
す
。
最
後
は

み
ん
な
で
合
唱
し
て
楽
し
く
終
え

ま
し
た
。

　

会
員
そ
れ
ぞ
れ
、
い
ろ
い
ろ
な

知
人
が
お
ら
れ
ま
す
が
、
掘
り
起

こ
し
て
話
を
聞
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
会
員
の
中
に
も
特
技
を
持
っ

た
人
が
多
く
お
ら
れ
ま
す
。

　

手
始
め
は
人
と
の
つ
な
が
り
で

す
。
ま
ず
会
っ
た
ら
あ
い
さ
つ
を

し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
少
し
で

も
会
話
を
し
ま
し
ょ
う
。
な
ん
せ
、

育
っ
た
地
が
違
う
人
ば
か
り
で
あ

り
ま
す
。
相
手
も
話
し
た
が
っ
て

年
経
て
も
　
人
は
丸
く
は
　
な
り
に
く
い

傘
寿
超
え
　
伸
び
て
く
る
の
は
　
爪
ば
か
り

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

活
動
の
中
心
は
誰
で
も
で
き
る

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
で
あ
り
ま

す
。
ワ
イ
ワ
イ
と
楽
し
み
な
が
ら

人
と
話
を
す
る
と
、
何
か
得
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
私
は
『
悪
口
で

も
い
い
、
人
と
は
な
さ
ん
ば
︙
』

と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
、
大
和
町
老
連
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
は
み

ど
り
団
地
Ａ
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま

し
た
。
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

嘉
瀬
川
の
河
川
敷
の
す
ぐ
そ
ば

に
、
筑
紫
山
脈
が
青
々
と
走
っ
て

い
ま
す
。
こ
ん
な
に
す
ば
ら
し
い

環
境
に
私
た
ち
は
住
ん
で
い
る
の

で
す
か
ら
、
感
謝
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
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大
盛
況
！
い
ご
手
玉
大
会

蓮池校区老連
前会長
副島　昌治

蓮 池

私
た
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ

　

私
た
ち
の
蓮
池
校
区
老
連
は
４
つ

の
単
位
ク
ラ
ブ
で
組
織
さ
れ
、
会
員

数
１
８
７
名
の
小
さ
な
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
で
あ
り
ま
す
。

　

私
が
入
会
当
時
（
約
30
数
年
前
）

は
３
０
０
余
名
の
会
員
が
お
り
、
大

き
な
連
合
会
で
し
た
が
、
時
代
の
推

移
と
と
も
に
、
会
員
減
も
進
み
現
状

に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

会
員
増
の
た
め
各
単
位
ク
ラ
ブ
で

は
懸
命
に
努
力
を
し
て
お
り
ま
す
が

「
会
員
に
な
る
と
ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
か
」
ま
た
は
「
会
員
に
な
る
と

役
員
を
さ
せ
ら
れ
る
か
ら
嫌
だ
」
あ

る
い
は
「
会
員
に
な
ら
な
く
て
も
地

域
の
サ
ロ
ン
と
い
う
組
織
が
あ
り
、

そ
こ
で
は
役
員
に
な
る
必
要
も
な
い

の
で
満
足
だ
」
等
々
、
様
々
な
理
由

を
つ
け
ら
れ
、
な
か
な
か
会
員
増
に

至
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

老
連
内
部
で
も
審
議
を
重
ね
、様
々

な
議
論
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の

一
つ
の
方
法
と
し
て
、
老
人
ク
ラ
ブ

を
も
っ
と
魅
力
の
あ
る
ク
ラ
ブ
に
し

て
「
私
も
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
み
よ
う

か
な
」
と
い
っ
た
傾
向
に
す
べ
き
で

は
な
い
か
と
結
論
づ
け
ま
し
た
。

　

そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
会
員
が
楽

し
く
集
う
行
事
を
考
え
よ
う
と
検
討

し
、
平
成
29
年
度
よ
り
そ
の
一
つ
の

手
段
と
し
て
「
い
ご
手
玉
大
会
」
を

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
用

具
も
借
用
し
実
施
し
て
み
た
と
こ
ろ
、

な
か
な
か
面
白
い
競
技
で
、
み
ん
な

一
同
に
会
し
大
い
に
楽
し
く
笑
い
合

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、少
々

足
腰
が
悪
く
て
も
、
車
椅
子
に
乗
っ

て
で
も
競
技
に
参
加
す
る
こ
と
が
可

能
な
こ
と
が
利
点
で
、
誰
で
も
楽
し

く
参
加
で
き
る
競
技
で
す
。

　

そ
こ
で
平
成
30
年
度
よ
り
正
式
に

町
の
体
育
協
会
よ
り
ル
ー
ル
お
よ
び

審
判
員
の
講
習
を
２
回
程
度
受
け
、

用
具
に
つ
い
て
も
各
単
位
ク
ラ
ブ
で

規
定
に
基
づ
き
作
成
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
平
成
30
年
度
か
ら
年
３
回

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、
チ
ー
ム
も

1
ク
ラ
ブ
よ
り
80
歳
以
上
の
部
と
、

79
歳
以
下
の
部
の
２
チ
ー
ム
に
分
け

合
計
８
チ
ー
ム
に
て
競
技
を
行
う
こ

と
に
し
ま
し
た
。
ま
た
80
歳
以
上
、

79
歳
以
下
の
そ
れ
ぞ
れ
に
優
勝
カ
ッ

プ
ま
で
用
意
し
実
施
を
し
ま
し
た
。

　

公
民
館
大
会
議
室
に
４
コ
ー
ト
作

り
、
総
当
た
り
制
で
行
っ
て
い
ま
す

が
、
競
技
は
大
盛
況
で
、
室
内
が
割

れ
る
か
と
思
う
よ
う
な
大
き
な
笑
い

声
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
み
ん

な
日
頃
の
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
な
が

ら
終
始
、
笑
顔
が
た
え
ま
せ
ん
。

　

振
り
返
っ
て
見
る
と
以
前
よ
り
、

お
互
い
に
よ
く
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
を

交
わ
す
よ
う
に
な
り
、
会
話
も
弾
み
、

お
互
い
に
団
結
心
が
強
く
な
っ
た
気

が
し
ま
す
。
私
の
ひ
い
き
め
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
︙
。

　

ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
実
施
し
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。
な
か
な
か
面
白
い

競
技
で
す
よ
。

高齢者パソコン教室
生徒募集中

・  3 月 初旬 （ 4 月～ 6 月期教室）
・  6 月 初旬 （ 7 月～ 9 月期教室）
・  9 月 初旬 （10月～12月期教室）
・12月 初旬 （ 1 月～ 3 月期教室）

募集時期

　ワード、エクセル、インターネットが
使えるようになります。

授業内容 文書作成、表計算

　佐賀市老連では、市の補助を受けて60歳以
上の高齢者を対象に高齢者のパソコン教室を
開催しています。以下の内容を3カ月間23回、
年 4回に分け実施します。午前・午後の部で
各10名生徒を募集しています。
　授業料は 3カ月分で 10,000 円と、資料代
の3,000円（税別）が必要です。

佐賀市老人クラブ連合会
TEL 0952-32-2561

連絡先

い
ご
手
玉
大
会
の
様
子
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「
健
康
寿
命
を
の
ば
し

　
　
　
幸
せ
な
人
生
を
！
」

金立長生会
会長
山田　明

金 立
　

私
が
住
ん
で
い
る
金
立
町
は
、
佐

賀
市
の
中
央
部
に
位
置
し
面
積
、

１
万
２
６
０
８
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

人
口
４
５
５
２
人
（
平
成
31
年
４
月
１

日
現
在
）
の
町
で
、
金
立
公
民
館
と
金

立
小
学
校
を
中
心
に
、
農
業
を
主
体
に

し
た
「
田
園
都
市
」
で
す
。
ま
た
、
徐

福
伝
説
ゆ
か
り
の
地
や
葉
隠
れ
の
発
祥

の
地
、
そ
し
て
最
近
発
見
さ
れ
今
後
の

動
向
が
注
目
さ
れ
る
東
名
遺
跡
な
ど
が

あ
る
「
歴
史
の
町
」
で
も
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、金
泉
お
達
者
本
舗
の
も
と
、

高
齢
者
福
祉
施
設
や
児
童
福
祉
施
設
、

肢
体
不
自
由
施
設
な
ど
の
社
会
福
祉
施

設
が
数
多
く
あ
り
「
福
祉
の
町
」
と
い

う
一
面
も
持
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご

来
町
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
金
立
長
生
会
は
、
会
員
募

集
の
結
果
、
本
年
4
月
２
日
現
在
で

新
会
員
20
名
が
加
入
し
、
８
ク
ラ
ブ
・

３
２
２
名
の
会
員
数
と
な
り
、
お
お
む

ね
全
単
位
自
治
会
に
、
会
員
の
誕
生
を

見
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
会
員
の
皆

様
の
ご
努
力
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
急
激
な
少
子
高

齢
化
の
進
展
に
伴
う
１
人
暮
ら
し
世
帯

の
増
加
に
対
す
る
見
守
り
体
制
の
強
化

や
、
引
き
こ
も
り
や
認
知
症
予
防
対
策

の
強
化
の
た
め
「
１
単
位
自
治
会
に
１

ク
ラ
ブ
の
体
制
づ
く
り
」
を
目
指
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
ど
も
は
、
全
老
連
の
メ
イ
ン
テ
ー

マ
の
「
の
ば
そ
う
！ 

健
康
寿
命
、
担

お
う
！ 

地
域
づ
く
り
を
」
の
も
と
「
長

生
会
は
、
年
会
費
２
千
円
の
健
康
長
寿

の
保
険
で
あ
る
」
と
と
ら
え
、
お
お
む

ね
60
歳
以
上
で
現
役
を
勇
退
さ
れ
た
方

を
対
象
に
会
員
増
加
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
地
域
の
奉
仕
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
活

動
、
サ
ロ
ン
、
カ
フ
ェ
、
旅
行
な
ど
、

新
し
い
仲
間
づ
く
り
や
幅
広
い
社
会
参

加
を
す
る
こ
と
に
よ
り
「
健
康
寿
命
を

の
ば
し
、幸
せ
な
人
生
」
を
目
指
し
て
、

活
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
毎
月
開
催
さ
れ
て
い
る
市
老
連

理
事
会
で
の
方
針
を
受
け
、
月
末
の
月

曜
日
に
本
部
役
員
会
、
月
初
め
の
月
曜

日
に
定
例
役
員
会
を
開
い
て
検
討
会
を

実
施
し
、
毎
月
1
回
「
金
立
長
生
会
だ

よ
り
」
の
発
行
、
年
１

回
の
一
泊
旅
行
や
ス

ポ
ー
ツ
行
事
、
交
通
安

全
指
導
委
員
に
よ
る

交
通
安
全
指
導
、
金
立

町
の
青
色
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
車
の
運
行
な
ど
の
金
立
長
生
会

の
行
事
や
、
日
帰
り
旅
行
、
サ
ロ
ン
、

地
域
カ
フ
ェ
、
食
事
会
、
奉
仕
活
動
、

友
愛
ヘ
ル
パ
ー
の
活
動
な
ど
の
単
位
ク

ラ
ブ
の
行
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
「
新
規
会
員
の
加
入
の

呼
び
か
け
」
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

人
生
１
０
０
年
時
代
と
言
わ
れ
る
超

高
齢
化
の
現
代
は
、
先
に
述
べ
た
、
引

き
こ
も
り
や
認
知
症
患
者
の
急
増
の
ほ

か
に
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
の
急
増
の

問
題
や
、
健
康
長
寿
で
生
き
る
た
め
に

は
２
千
万
円
足
り
な
い
と
い
う
年
金
問

題
な
ど
、
真
剣
な
議
論
が
な
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
は
行
政
が
認
め

て
い
る
団
体
で
あ
り
、
運
営
に
つ
い
て

も
「
個
人
の
会
費
と
、
国
・
県
・
市
の

助
成
金
」
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
旧

来
の
「
老
人
ク
ラ
ブ
は
高
齢
に
な
っ
て

か
ら
入
会
す
る
も
の
」
と
い
う
意
識
を

変
え
、
高
齢
者
が
「
健
康
寿
命
を
の
ば

し
幸
せ
な
人
生
を
過
ご
す
た
め
に
、
現

役
勇
退
後
に
目
標
を
も
っ
て
生
き
る
、

助
け
合
う
た
め
の
組
織
で
あ
る
」
と
い

う
意
識
改
革
が
大
事
に
な
っ
て
き
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
行
政
で
も
最
近
、
介

護
保
険
制
度
の
変
更
に
よ
り
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
地
域
共
生

社
会
の
構
築
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。ま
た
最
近
で
は
佐
賀
市
議
会
で
も
、

高
齢
者
対
策
の
取
り
組
み
の
中
で
「
老

人
ク
ラ
ブ
の
活
動
」
の
こ
と
が
話
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の

も
と
、私
ど
も
「
金
立
長
生
会
会
員
（
老

人
ク
ラ
ブ
会
員
）」
は
誇
り
高
く
、
会

員
バ
ッ
ジ
を
着
用
し
、
新
た
な
決
意
で

「
現
役
勇
退
後
、
こ
れ
か
ら
が
第
3
の

人
生
の
出
発
だ
」
と
の
思
い
で
「
元
気

で
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
の
人
生
」
を
目
指

し
、
活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
社
会

の
進
展
の
中
で
、
長
生
会
の
活
動
目
標

で
あ
る
「
健
康
寿
命
を
の
ば
し
幸
せ
な

人
生
」
を
進
め
、
会
員
相
互
で
協
力
し

「
自
治
会
」「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」、「
社

会
福
祉
協
議
会
」「
児
童・民
生
委
員
会
」

さ
ら
に
は
「
お
た
っ
し
ゃ
本
舗
」
を
は

じ
め
、
福
祉
施
設
な
ど
と
の
連
携
を
密

に
し
て
「
安
全
安
心
な
、
町
づ
く
り
の

た
め
に
」
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
、
佐
賀
市
民
の

皆
様
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

私
た
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ



佐 賀 市 老 連 第97号（16）令和元年9月

ロ
ー
ル
活

動
を
実
施

し
て
い
ま

す
。

　

特
に
小
学

校
で
は
、
毎

週
火
曜
日
に

交
通
安
全
協

会
と
一
緒

に
、
校
長
先
生
、
教
頭
先
生
、
教
務
主

任
が
輪
番
で
同
乗
し
、
早
朝
７
時
か
ら

校
歌
を
流
し
な
が
ら
、
約
１
時
間
子
ど

も
見
守
り
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
全
体
活
動
の
な
か
、

金
立
長
生
会
は
、
毎
週
水
曜
日
の
当

番
日
に
8
ク
ラ
ブ
に
分
け
て
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

少
人
数
の
ク
ラ
ブ
も
あ
り
ま
す
が
、

ク
ラ
ブ
長
が
率
先
し
て
、
乗
車
見
守

り
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
生
会
は
当
然
な
が
ら
高
齢
者
が

多
い
た
め
、
小
学
校
の
下
校
時
頃
に

見
守
り
活
動
を
開
始
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
は
「
お
か
え
り
、

用
心
し
て
帰
っ
て
ね
！
」「
自
動
車
な

ど
に
注
意
し
て
ね
」
な
ど
言
葉
か
け

を
し
ま
す
。
バ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

に
は
、
金
立
小
学
校
の
校
歌
を
流
し

続
け
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
も
時
々
手
を
振
っ
た

り
、
校
歌
に
合
わ
せ
て
ピ
ョ
ン
ピ
ョ

ン
と
リ
ズ
ム
を
と
っ
て
笑
顔
の
表
情

を
返
し
た
り
し
て
く
れ
ま
す
。

　

こ
の
情
景
に
会
う
た
び
に
、
高
齢

者
の
気
持
ち
は
高
揚
し
「
あ
あ
、
青

色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を
し
て
良

か
っ
た
！
」
と
健
康
、
友
愛
、
奉
仕

の
意
味
を
し
み
じ
み
味
わ
う
瞬
間
で

も
あ
り
ま
す
。

　
「
生
病
老
死
」
は
自
然
の
成
り
行

き
で
す
。
目
、
耳
、
口
、
手
、
足
を

使
っ
て
子
ど
も
た
ち
と
会
い
、
言
葉

を
交
わ
す
こ
と
は
、
健
康
で
長
生
き

の
も
と
で
す
。
わ
れ
ら
金
立
長
生
会
、

ず
ー
っ
と
頑
張
る
ぞ
！

②
交
通
安
全
の
取
り
組
み

　

金
立
町
は
、
北
は
金
立
山
を
仰
ぎ
、

東
は
久
保
泉
町
、
西
は
大
和
町
、
高

木
瀬
町
、
南
は
兵
庫
町
に
隣
接
す
る

南
北
に
長
い
町
で
す
。

　

人
口
４
５
５
０
人
ほ
ど
の
町
で
、
道

路
は
県
道
が
南
北
に
一
本
、
東
西
に
一

本
通
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
県
道
が
交
差

し
て
い
る
の
が
千
布
北
交
差
点
で
す
。

　

朝
夕
の
時
間
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

日
中
で
も
渋
滞
す
る
こ
と
が
度
々
あ

り
ま
す
。

　

金
立
長
生
会
の
会
員
数
は
男
性

１
２
６
名
、
女
性
１
９
６
名
の

子
ど
も
見
守
り
と

�
交
通
安
全
活
動
に
つ
い
て

金立長生会
森　康正

金 立①
子
ど
も
見
守
り
活
動
に
つ
い
て

　

金
立
町
で
は
、
平
成
19
年
に
佐
賀

市
が
「
子
ど
も
へ
の
ま
な
ざ
し
運
動
」

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
を
機
に
、
子

ど
も
見
守
り
活
動
を
開
始
し
て
お
り

ま
す
。

　

当
時
は
青
少
健
を
中
心
と
し
て
、

数
団
体
が
毎
週
水
曜
日
に
交
通
安
全

協
会
車
を
利
用
し
て
、
子
ど
も
見
守

り
活
動
を
実
施
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
活
動
の
主
を
な
す
交
通
安

全
協
会
車
両
が
古
く
な
っ
た
の
を
機

に
、
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
の
購

入
を
思
い
立
ち
ま
し
た
。

　

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
の
購
入

補
助
申
請
に
詳
し
い
方
の
指
導
の
も

と
、
約
半
年
後
に
日
本
財
団
の
補
助

を
受
け
、
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車

を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
11
月
８
日
の
青
色
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
車
の
出
発
式
に
は
、
佐

賀
北
署
、
日
本
財
団
、
金
立
町
民
、

金
立
小
学
校
全
生
徒
、
職
員
併
せ
て

約
３
０
０
名
が
校
庭
に
集
合
し
、
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

金
立
町
に
お
け
る
青
色
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
車
の
目
的
は
次
の
通
り
で
す
。

　

こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
青

色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
活
動
参
加
を
、

金
立
町
内
の
各
団
体
、
ま
た
在
籍
メ

ン
バ
ー
に
広
く
呼
び
か
け
た
結
果
、

予
想
を
上
回
る
団
体
の
皆
さ
ん
に
ご

参
加
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
者
証

を
所
持
す
る
人
が
一
人
は
乗
ら
な
い

と
、
青
色
回
転
灯
は
作
動
で
き
な
い

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す

　

金
立
町
で
は
１
年
に
２
回
は
、
金

立
公
民
館
で
佐
賀
北
警
察
署
に
よ
る

講
習
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
者
証
所
持

者
は
、
１
３
０
名
は
下
り
ま
せ
ん
。

　

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
導
入
後

は
、
各
団
体
が
曜
日
ご
と
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
従
っ
て
青
色
防
犯
パ
ト

①
子
ど
も
の
安
全
を
見
守
る

②
街
頭
犯
罪
や
、
空
き
巣
な
ど
の
抑
止

私
た
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ
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３
２
２
名
で
、
現
在
の
ク
ラ
ブ
数
は

8
ク
ラ
ブ
で
す
。
よ
っ
て
交
通
安
全

指
導
員
は
8
名
選
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

各
交
通
安
全
指
導
員
は
、
毎
月
一

回
開
催
さ
れ
る
金
立
長
生
会
会
議
に

出
席
し
、
状
況
を
把
握
す
る
と
同
時

に
、
交
通
安
全
に
関
す
る
情
報
や
資

料
を
提
供
し
研
修
し
て
い
ま
す
。

　

交
通
安
全
指
導
員
は
、
ク
ラ
ブ
内
で

子
ど
も
た
ち
が
通
学
す
る
交
差
点
等

に
立
ち
、
交
通
安
全
の
見
守
り
に
当
た

り
ま
す
。

　

特
に
、
各
春
夏
秋
冬
の
交
通
安
全

運
動
中
は
、
朝
7
時
か
ら
約
1
時
間

程
度
、
ク
ラ
ブ
内
の
主
要
交
差
点
に

立
ち
、
交
通
安
全
活
動
に
従
事
し
ま

す
。
従
事
す
る
時
は
、
佐
賀
市
が
支

給
す
る
、
左
胸
に
「
さ
あ　

大
人
の

出
番
で
す
」、
背
面
に
「
子
ど
も
へ
の

ま
な
ざ
し
運
動
」
を
印
字
し
た
橙
色

勧
興
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で

健
康
友
愛
を
深
め
ま
せ
ん
か

勧興校区老連
総務部長
寺町　正之

勧 興
　

平
成
19
年
４
月
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

の
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
た
と
こ
ろ
、

参
加
者
申
し
込
み
が
29
名
あ
り
「
勧

興
に
こ
に
こ
歩
き
ん
ぐ
教
室
」
と
い

う
自
主
グ
ル
ー
プ
を
発
足
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
他
校
区
の
Ｓ
さ
ん
や

Ｍ
さ
ん
の
協
力
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
活

動
を
始
め
ま
し
た
。

　

毎
週
火
曜
日
、
勧
興
公
民
館
に
９

時
50
分
ま
で
に
集
合
し
ま
す
。
そ
の

後
、
準
備
運
動
の
ラ
ジ
オ
体
操
を

行
い
、
10
時
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

コ
ー
ス
は
、
公
民
館
か
ら
始
ま
り
、

県
庁
通
り
、
中
ノ
小
路
、
佐
賀
城
堀

の
遊
歩
道
を
廻
っ
て
、
呉
服
町
、
元

町
、
白
山
町
を
通
っ
て
公
民
館
ま
で

戻
る
コ
ー
ス
で
す
。
平
成
19
年
頃
の

の
チ
ョ
ッ
キ
を
着
用
し
、
小
旗
を
持

参
し
指
導
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
市
老
連
が
実
施
す
る
２
月

の
交
通
安
全
指
導
員
研
修
会
に
は
、

万
難
を
排
し
て
全
員
が
出
席
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
と
も
研
修
を
積
み
、
交
通
安

全
活
動
に
磨
き
を
か
け
、
金
立
町
内

か
ら
交
通
事
故
を
出
さ
な
い
よ
う
取

り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
心
算
で
あ

商
店
街
は
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
で
し

た
。
現
在
は
、
街
な
か
に
い
ろ
い
ろ

な
店
舗
が
開
店
し
、
少
し
に
ぎ
や
か

に
な
り
ま
し
た
。
距
離
は
約
５
㌔
、

時
間
は
約
１
時
間
20
分
、
歩
数
は

８
0
0
0
歩
か
ら
９
0
0
0
歩
で

す
。２
、３
月
は
ひ
な
ま
つ
り
ウ
ィ
ー

ク
、
４
月
に
は
城
内
の
サ
ク
ラ
の
花

「
合
図
　
出
さ
ん
で
も
　
よ
か
ろ
う
も
ん
」

「
信
号
　
守
ら
ん
で
も
　
よ
か
ろ
う
も
ん
」

「
車
間
　
詰
め
て
も
よ
か
ろ
う
も
ん
」

「
ス
マ
ホ
　
使
っ
て
も
　
よ
か
ろ
う
も
ん
」

の
ト
ン
ネ
ル
を
ウ
ォ
ー
ク
し
ま
す
。

５
月
は
県
庁
前
の
ツ
ヅ
ジ
の
花
が
満

開
と
な
り
、
と
て
も
美
し
い
で
す
。

お
濠
の
廻
り
は
、
楠
の
新
緑
の
色
が

心
を
癒
や
し
て
く
れ
ま
す
。

　

一
年
間
で
約
50
回
開
催
し
、
12
年

間
で
約
６
０
０
回
を
迎
え
ま
し
た
。

他
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
と
も

交
流
す
る
昼
食
会
で
は
、
皆
様
と
お

話
し
す
る
こ
と
で
多
く
の
知
識
を
得

ま
す
。
皆
様
歩
く
百
科
事
典
の
よ
う

で
す
。
現
在
の
参
加
者
は
10
名
か
ら

13
名
で
す
が
、
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。

　

ど
う
ぞ
佐
賀
市
中
心
街
の
ま
ち
な

か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
、心
身
の
健
康
、

友
愛
増
進
の
た
め
に
一
緒
に
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
。お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ

り
ま
す
。

　

ま
た
運
転
す
る
場
合
は
、
佐
賀
の

﹁
よ
か
ろ
う
も
ん
運
転
は
し
ま
せ
ん
﹂

ウォーキングで
汗を流した後の
食事は最高！
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平
成
23
年
、
会
長
を
引
き
受
け
９

年
目
と
な
り
ま
し
た
。
活
動
事
例
を

報
告
い
た
し
ま
す
。
会
員
は
90
歳
代

か
ら
若
手
は
65
歳
で
、
そ
の
う
ち
、

施
設
や
病
院
等
に
入
居
・
入
院
し
た

仲
間
も
い
ま
す
が
、
総
勢
92
名
に
達

し
ま
し
た
。
最
初
は
何
か
ら
何
ま
で

何
を
ど
う
し
よ
う
？
と
悩
ん
で
い

ま
し
た
が
、
先
輩
た
ち
が
実
施
さ
れ

て
き
た
こ
と
に
「
何
か
」
を
加
え
て

毎
月
の
例
会
を
開
く
こ
と
に
し
ま
し

た
。
会
員
の
話
し
合
い
で
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
『
健
康
で
認
知
症
に
な
ら
な
い
』

と
決
め
ま
し
た
。

　
そ
の
①
と
し
て
「
百
歳
ま
で
元
気

で
認
知
症
に
な
ら
な
い
」
と
し
ま
し

た
。
毎
月
の
例
会
は
22
日
午
後
２
時

か
ら
１
時
間
半
、
１
か
月
の
活
動
報

告
、
連
絡
事
項
、
協
議
事
項
を
行
い

ま
す
。
３
か
月
に
１
回
の
誕
生
会
や

年
数
回
の
教
養
講
座
、
健
康
講
座
も

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
②
は
、
皆
さ

ん
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
年
１
回
の

１
泊
２
日
の
親
睦
旅
行
で
す
。
そ
の

③
と
し
て
は
、
昨
年
６
月
よ
り
「
元

気
ア
ッ
プ
教
室
」
で
ダ
ン
ベ
ル
体
操

を
始
め
ま
し
た
。

　

西
川
副
公
民
館
主
催
の
成
人
学
級

講
座
で
ダ
ン
ベ
ル
体
操
を
経
験
し
ま

し
た
。
私
も
年
と
と
も
に
足
腰
の
衰

え
が
目
立
っ
て
く
る
中
、
ち
ょ
っ
と

し
た
つ
ま
づ
き
が
多
く
な
っ
て
い
る

今
日
こ
の
頃
で
す
。
こ
の
ダ
ン
ベ
ル

体
操
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
会
員
の

皆
さ
ん
と
何
回
も
話
し
合
い
、
市
役

所
か
ら
も
説
明
に
来
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
椅
子
に
座
っ
て
の

ス
ト
レ
ッ
チ
・
ダ
ン
ベ
ル
体
操
（
筋

ト
レ
）
を
西
古

賀
公
民
館
で
毎

週
水
曜
日
午
後

２
時
か
ら
行
う

こ
と
に
し
ま
し

た
。
当
日
は
早

く
来
た
人
が
パ

イ
プ
椅
子
を
準

備
し
、
女
性
が

血
圧
測
定
と
記

録
を
と
り
ま
す
。
毎
回
20
名
前
後
の

参
加
が
あ
り
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
て
皆
で

歌
い
な
が
ら
ダ
ン
ベ
ル
体
操
を
し
ま

す
。
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気

で
、
時
間
が
経
つ
の
が
早
く
笑
み
が

絶
え
ま
せ
ん
。

　

そ
の
④
は
、
別
途
毎
月
10
日
と
30

日
の
月
2
回
行
っ
て
い
る
「
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
」
で
す
。
お
茶
を
飲
ん
で

の
雑
談
は
ほ
と
ん
ど
と
な
く
、
脳
ト

レ
が
中
心
で
す
。
縦
・
横
25
文
字
の

漢
字
を
５
色
で
書
き
そ
の
表
を
見
な

が
ら
漢
字
で
読
ん
だ
り
、
色
で
読
ん

だ
り
声
を
出
し
て
早
く
読
ん
だ
り
し

ま
す
。
ま
た
簡
単
な
算
数
や
、
歌
い

な
が
ら
手
・
指
を
動
か
す
体
操
、
2

つ
の
童
謡
を
一
節
一
節
を
交
互
に
歌

う
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま

す
。
最
近
は
男
性
も
折
り
紙
で
傘
、

手
ま
り
、
ひ
ご
玉
づ
く
り
に
挑
戦
し

て
い
ま
す
。

　
そ
の
⑤
と
し
て
、
年
間
３
～
４
回

日
帰
り
の
「
研
修
旅
行
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
の
サ
ロ
ン
で
は
長

期
入
院
の
会
員
以
外
全
員
が
サ
ロ
ン

に
入
会
し
て
お
り
、
会
計
も
別
に
立

て
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
例
会
は
月

の
集
ま
り
の
中
で
最
も
多
く
、
40
名

程
度
が
参
加
し
ま
す
。
こ
の
例
会
に

私
た
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ

古
賀
精
里
　
誕
生
の
地

西古賀老人クラブ
会長

西村　昌記

西川副

参
加
さ
れ
る
会
員
の
方
た
ち
が
、
他

の
行
事
を
引
っ
張
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
ム
ー
ド
を
長
く
続
け
て
い
け
ば
、

こ
れ
か
ら
新
会
員
の
参
加
を
増
や
す

こ
と
に
繋
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
⑥
と
し
て
、
年
１
回
、
９
月

に
「
佐
賀
大
学
医
学
部
医
学
生
」
を
、

11
月
に
「
佐
賀
大
学
留
学
生
」
と
の

交
流
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
い
つ

も
皆
さ
ん
と
月
７
回
の
日
程
を
カ
レ

ン
ダ
ー
に
書
き
込
み
、
忘
れ
ず
に
公

民
館
ま
で
歩
い
て
来
る
こ
と
が
「
健

康
と
認
知
症
予
防
」
に
な
る
と
話
し

合
っ
て
い
ま
す
。
最
後
に
全
会
員
の

「
輪
」
の
中
で
「
百
歳
ま
で
元
気
で

認
知
症
に
な
ら
な
い
」
を
目
標
に
、

皆
と
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
そ
の
思
い
を
込
め

て
「
西
古
賀
老
人
ク
ラ
ブ
の
歌
」
を

作
り
ま
し
た
。
題
名
は
「
西
古
賀
シ

ニ
ア
賛
歌
」
で
、
平
成
28
年
、
老
人

ク
ラ
ブ
で
活
動
し
て
い
る
内
容
を
歌

詞
に
し
ま
し
た
。
作
曲
が
ま
だ
な
の

で
「
青
い
山
脈
」
の
曲
で
歌
っ
て
い

ま
す
。

　

西
川
副
文
芸
祭
で
は
、
平
成
28
年
・

29
年
は
「
西
古
賀
シ
ニ
ア
賛
歌
」
と

「
童
謡
」、
平
成
30
年
は
「
童
謡
」
で

20
～
25
名
出
場
し
ま
し
た
。
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私
た
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ

る
「
花
壇
」
の
整
備
を
『
児
童
』、『
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
』、
当
時
の
『
区

長
会
』
組
織
で
今
日
ま
で
引
き
受
け

て
、
毎
年
、
春
・
秋
咲
き
の
花
々
を

植
え
、
町
ゆ
く
人
々
の
癒
し
の
場
に

な
る
よ
う
「
花
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
活
動
と
し
て
長
年
実
施
し
て
き

た
。
平
成
30
年
の
ハ
ー
ド
ル
を
越
え

て
き
た
歴
史
の
中
、
６
月
18
日
、
小

学
3
年
生
と
「
サ
ル
ビ
ア
」「
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
」「
ポ
ー
チ
ュ
ラ
カ
」「
ベ

ゴ
ニ
ア
」
な
ど
の
苗
を
、
各
単
老
の

会
長
・
区
長
会
代
表
の
指
導
の
も
と

で
植
え
た
結
果
、
短
時
間
で
「
花
の

お
山
」
へ
と
変
わ
っ
た
。

﹃
児
童
と
高
齢
者
﹄

�

絆
深
ま
る
花
壇
づ
く
り

西川副校区老連
会長

古賀　一彦

西川副　

西
川
副
小
学
校
東
側
の
「
四
つ
つ

じ
」
に
、
小
さ
な
山
の
形
を
し
た
花

壇
が
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
昭
和
51
年
（
１
９
７
６

年
）、
第
31
回
国
民
体
育
大
会
『
若

楠
国
体
』
が
開
催
さ
れ
た
折
に
作
ら

れ
、
メ
イ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
（
総
合
グ

ラ
ン
ド
）
は
当
然
な
が
ら
、
水
球
の

川
副
会
場
ま
で
の
沿
道
に
花
々
を
植

え
、
当
時
の
皇
太
子
殿
下
ご
夫
婦
や

全
国
か
ら
来
た
選
手
の
方
々
を
お
迎

え
し
た
も
の
だ
。
そ
の
名
残
り
で
あ

「
西
古
賀
シ
ニ
ア
賛
歌
」

作
詞　

平
成
28
年
度
西
古
賀
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
一
同

（
一
）

　

明
る
く　

は
ず
む　

歌
声
に

　

み
ん
な
の
笑
顔　

花
も
咲
く

　

青
い
空
に
は　

飛
行
機
雲
が

　

夢
を
の
せ　

友
と
行
き
ま
し
ょ
う　

　

老
人
ク
ラ
ブ

（
二
）

　

赤
、
青
、
黄
色

　

グ
ー　

チ
ョ
キ　

パ
ー

　

歌
っ
て
語
っ
て　

手
足
を
つ
か
い

　

今
日
も
一
緒
に　

サ
ロ
ン
で
遊
び

（
三
）

　

イ
（
一
）、
ア
ル
（
二
）、

　

サ
ン
（
三
）、
ス
ウ
（
四
）

　

Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ

　

ひ
ざ
を
ま
じ
え　

国
際
交
流

　

身
ぶ
り
手
ぶ
り
で　

仲
良
く
話
す

　

ま
だ
し
ら
ぬ　

世
界
の
国　

　

学
び
ま
し
ょ
う

（
四
）

　

川
副
町
の　

西
古
賀
は

　

老
人
ク
ラ
ブ
に　

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

　

シ
ニ
ア
活
動　

輪
に
な
っ
て

　

お
花
見
に　

歴
史
さ
ん
さ
く　

　

今
日
も
ゆ
く

　

子
ど
も
た
ち
も
「
ど
ん
な
お
花
が

咲
く
や
ろ
う
か
」「
赤
や
ろ
か
」「
ピ

ン
ク
や
ろ
か
」「
イ
ン
ニ
ャ
（
佐
賀

弁
）
白
よ
！
」
と
想
像
し
た
話
で
楽

し
い
「
時
」
が
過
ぎ
、
お
し
ゃ
べ
り

に
も
花
が
咲
い
た
。

　

次
の
活
動
は
、
７
月
２
日
（
火
）

小
雨
降
る
中
、
水
泳
着
に
着
替
え
た

5
年
生
の
「
田
植
え
」
体
験
学
習
だ
。

こ
の
活
動
も
平
成
４
年
（
１
９
９
２

年
）
か
ら
低
学
年
の
「
生
活
科
」
の

一
環
と
し
て
「
稲
の
一
生
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
学
習
か
ら
始
ま
っ
た
も
の

で
、
今
年
で
27
年
目
と
な
り
、
数
多

く
の
卒
業
生
が
巣
立
っ
て
い
っ
た
。

　

初
め
て
の
「
田
ん
ぼ
」
の
体
験
で

「
キ
ャ
、
キ
ャ
」
と
悲
鳴
を
あ
げ
る

子
ど
も
の
姿
も
、
終
わ
る
頃
に
は
笑

い
声
に
変
わ
り
、
わ
ざ
と
尻
餅
を
つ

く
わ
ん
ぱ
く
な
姿
で
顔
に
「
泥
」
を

塗
っ
て
叫
ぶ
子
も
い
ま
し
た
。
老
人

ク
ラ
ブ
の
役
員
の
爺
ち
ゃ
ん
・
婆

ち
ゃ
ん
や
鮮
魚
会（
旧
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
）

の
皆
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、
美
し
い

田
園
と
な
り
「
農
業
体
験
」
の
貴
重

な
経
験
が
で
き
ま
し
た
。
雨
も
幸
い

昼
ま
で
降
ら
ず
、
秋
の
収
穫
（
稲
刈

り
）を
楽
し
み
に
令
和
元
年
度
の「
田

植
え
」
は
終
わ
り
ま
し
た
。

《
毎
月
の
予
定
》

・
22
日
︙
月
例
会　

　

 
（
午
後
２
時
〜
３
時
30
分
）

・
10
日
と
30
日
︙
サ
ロ
ン　

　

 
（
午
前
10
時
〜
12
時
）

・
毎
週
水
曜
日
︙
ダ
ン
ベ
ル
体
操　

　

 

（
午
後
２
時
〜
３
時
30
分
）

　

平
成
30
年
度
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の

行
事
に
西
古
賀
公
民
館
ま
で
足
を

運
ん
で
く
れ
た
会
員
の
方
は
延
べ

１
７
５
３
名
で
し
た
。
毎
回
楽
し
く

や
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
遊
び
に

来
て
み
て
く
だ

さ
い
。
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
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私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

「佐賀市 老連だより 」この広報紙は、地域のスポンサー各位のご協力により発行されております

ス
ポ
ン
サ
ー
へ
の
お
礼

　

こ
の
た
び
は
「
佐
賀
市
老
連
だ

よ
り
」
の
発
行
に
あ
た
り
ま
し
て

広
告
の
掲
載
を
い
た
だ
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
紙
は
、
会
員
が
豊
か
で
幸
せ

な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
願
っ
て

発
行
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
末
永
き
ご
厚
誼
、

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

佐
賀
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

平
成
か
ら
令
和
へ
と
元
号
が
変
わ

り
ま
し
た
。
明
治
・
大
正
・
昭
和
・

平
成
・
令
和
へ
と
明
治
維
新
よ
り
５

つ
の
元
号
と
な
り
、
さ
す
が
に
明
治

生
ま
れ
の
人
は
珍
し
く
、
大
正
生
ま

れ
も
少
な
い
よ
う
で
す
が
、
新
た
な

元
号
「
令
和
」
が
平
和
で
あ
る
こ
と

を
願
い
ま
す
。

　

今
回
の
97
号
よ
り
佐
賀
市
老
連

だ
よ
り
の
紙
面
を
一
新
し
ま
し
た
。

今
ま
で
は
Ｂ
４
サ
イ
ズ
の
16
ペ
ー

ジ
で
し
た
が
、
今
回
か
ら
Ａ
４
サ
イ

ズ
の
20
ペ
ー
ジ
と
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
取
り
扱
い
が
多
少
、
楽
に

な
る
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
紙
面
も

16
ペ
ー
ジ
か
ら
20
ペ
ー
ジ
へ
と
増

え
ま
し
た
の
で
、
よ
り
多
く
の
情
報

を
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
後
と
も
情
報
提
供
や
、
活
動
報

告
等
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 

（
事
務
局
）

表
彰
式
の
様
子

おめでとう
ございます !

　

6
月
25
日
（
火
）、
ほ
ほ
え
み

館
３
階
の
教
養
講
座
室
に
て
、

市
老
連
囲
碁
・
将
棋
大
会
を
開

催
し
、
囲
碁
34
名
、
将
棋
12
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

会
場
内
に
独
特
な
緊
張
感
が

漂
う
な
か
、
対
局
は
４
回
戦
を

行
い
、
勝
負
の
行
方
を
見
守
る

皆
さ
ん
も
ど
ち
ら
が
勝
利
の
一

手
を
出
す
か
最
後
ま
で
固
唾
を

飲
ん
で
見
守
り
ま
し
た
。

　

今
大
会
の
上
位
入
賞
者
の
中

か
ら
５
名
を
選
抜
し
、
11
月
20

日
（
水
）
に
鹿
島
市
で
開
催
さ

れ
る
県
大
会
に
出
場
し
、
磨
い

た
腕
を
発
揮
し
ま
す
。

令和元年度 佐賀市老連囲碁・将棋大会

内に秘めた
　  盤上で発揮

闘 志

中尾　俊彦　四段（久保田）第5位

優　勝 野口　義也　八段（兵　庫）

準優勝 中原　正夫　二段（嘉　瀬）

藤田　俊秀　1級（北川副）第3位

西村　育聖　4級（北川副）第4位

囲碁の部
優　勝 中村　　弘　初段（久保田）

準優勝 古賀　比高　6級（久保田）

徳富　平征　二段（中川副）第3位

江頭　　豊　3級（諸富町）第4位

中村　忠司　4級（諸富町）第5位

将棋の部
 大 会 結 果（敬称略）


